







































































































お が さ わ ら
笠原智
ともひこ
彦、柘植　彩花、清水　美帆、竹内　知子、
　高橋　一臣、石原　明典、岩木　　舞、沓名　健雄、
若山　尚士、鈴木　雅之
【目的】肺炎は死亡原因の第3位を占める重要な疾患であり、その中
でも肺炎球菌肺炎は市中肺炎の中で最も頻度が高く、主要な位置を
占めている。画像上、肺炎球菌肺炎は非区域性の大葉性肺炎の像を
呈することが多いとされているが、喀痰陽性例での検討である。当
院の症例における肺炎球菌肺炎の画像所見を検討し、その特徴を明
らかにする。
【方法】対象は2012年の1年間に当院（外来・入院）にて尿中肺炎球
菌抗原陽性により、肺炎球菌肺炎と診断された83症例のうち、診断
時の胸部CT画像所見が得られた64症例。
【結果】外来/入院：14名/50名、男/女：44名/20名、年齢30-103歳
(中央値77歳)。喀痰/血液培養肺炎球菌陽性25名/6名。画像上の異常
所見は片側/両側13名/51名、区域性/非区域性52名/12名、コンソリ
デーション78％、すりガラス影74%、網状影89%、小葉中心性粒状
影50%、気管支壁肥厚95%、胸水23%であった。
【考察】尿中肺炎球菌抗原陽性所見にて確定診断の得られた肺炎球
菌肺炎の画像所見としては区域性の分布を呈する気管支肺炎像が主
体で、両側多肺葉に病変の存在する例が多く認められた。また、非
定型肺炎との鑑別困難な症例も散見された。
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